
遺 伝 診 療 部

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等

顧 問 三宅　秀彦 臨床遺伝専門医・指導医、お茶の水女子大学教授

室 長 浅原　哲子 臨床遺伝専門医・指導医、内分泌代謝高血圧研究部部長

スタッフ 日下部　徹 臨床遺伝専門医、内分泌代謝高血圧研究部室長

スタッフ 橋本有紀子 臨床遺伝専門医、小児科医師

スタッフ 小西　陽介 認定遺伝カウンセラー、臨床研究センター

スタッフ 北　　　誠 臨床遺伝専門医、小児科医師

スタッフ 安彦　　郁 産科婦人科診療科長

スタッフ 江本　郁子 臨床遺伝専門医、産科婦人科病棟医長

スタッフ 難波　多挙 内分泌代謝内科医師

スタッフ 北村　拓也 内分泌代謝内科医師

スタッフ 岡　　知美 血液内科医師

スタッフ 林　　琢磨 がん医療研究室室長

｜2024年度の主な取組｜

　昨年に引き続き、遺伝性腫瘍に関する遺伝カウンセリング症例が大半を占める結果となりました。
　一方で、産科分野では出生前診断に関する相談体制が強化され、出生前診断の相談件数は増加傾向を示
しています。

専門医資格等
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師

専門分野
内科・内分泌代謝（骨代謝）

診療部長
八十田　明宏
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｜診療実績｜

遺伝診療部外来患者数
2023年度 2024年度

年間総患者数（名） 122 156

年間初診患者数（名） 90 105

主な疾患の件数（2024年度）

腫瘍 74件 成人一般 20件

神経筋疾患 16件 周産期 42件

小児 4 件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.08.03	 第48回日本遺伝カウンセリング学会学術集会
「HBOCにおける膵癌サーベイランスの不確実性と患者ニーズへの対応」
小西 陽介、江本 郁子、安彦 郁、北 誠、橋本 有紀子、難波 多挙、北村 拓也、加藤 さやか、林 琢磨、
浅原 哲子、三宅 秀彦、八十田 明宏

2024.09.15	 第75回北日本小児科学会
「小児脂肪萎縮症の早期診断と早期治療の有用性」
日下部 徹

2024.10.06	 第24回日本内分泌学会北海道支部学術集会
「レプチン発見から30年/希少難病「脂肪萎縮症」へのレプチンの臨床応用」
日下部 徹

	 薬効調査
「ボックスゾゴ皮下注用0.4mg/0.56mg/1.2mg　使用成績調査」
橋本 有紀子、八十田 明宏

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Beneficial effects of romosozumab on bone mineral density and trabecular bone score assessed by dual-
energy X-ray absorptiometry in a family with osteogenesis imperfecta.
Osteoporos Int, 35, 7, 1303-1304, 2024.07
Kusakabe T, Ishihara Y, Kitamura T, Yasoda A, Nanba K, Tsuiki M, Satoh-Asahara N, Tagami T.

［原著論文］
Hereditary Gastric Cancer Is Linked With Hereditary Breast and Ovarian Cancer
World J Oncol., Oct, 4, 722-730, 2024.08
Hayashi T, Sano K, Okada M, Ura T, Konishi I.

［原著論文］
Efficacy and Tolerability of Olaparib Plus Paclitaxel in Patients with Gastric Cancer Associated with 
Hereditary Breast and Ovarian Cancer. Hayashi T, Sano K, Okada M, Muto M, Konishi I.
Curr Oncol./9, 31, 11, :6723-6734, 2024.10
Hayashi T, Sano K, Okada M, Muto M, Konishi I.

［原著論文］
DEVELOPMENT OF ENDOSALPINGIOSIS IN PATIENTS WITH A HISTORY OF BREAST CANCER.
Georgian Med News, Oct, 355, :72-76, 2024.10
Matsumoto Y, Hayashi T, Amano Y, Abiko K, Konishi I.
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